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高
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者
の
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窓
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専

門
職
が
連
携
を
と
り
、
高
齢
者
の

支
援
を
し
ま
す
。
「
認
知
症
や
介

護
予
防
に
つ
い
て
知
り
た
い
」「
退

院
後
の
生
活
が
心
配
」「
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、  

「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

Ｃ
事
業
」に
つ
い
て
で
す
。

　

加
齢
や
病
気
、
け
が
、
入
院
な

ど
を
き
っ
か
け
に
、  

「
で
き
な
い

こ
と
が
増
え
て
き
た
」  

「
自
信
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
」  

と
い
う

要
支
援
１
・
２
な
ど
の
方
を
対
象

に
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
と
の
面
接
を

中
心
に
、
1
週
間
の
目
標
、
過
ご

し
方
を
確
認
す
る
こ
と
で
元
に
戻

す
取
り
組
み
と
し
て
、  

「
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
Ｃ
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

週
１
回
、
送
迎
つ
き
で
３
カ
月

間
通
所
し
て
、
目
標
達
成
に
向
け

て
集
中
的
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

事
業
に
参
加
し
た
方
か
ら
は
、

「
疲
れ
に
く
く
な
っ
た
」、「
痛
み

が
改
善
し
て
き
た
。
歩
行
が
安
定

し
て
杖
や
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
使
わ

な
く
て
も
よ
く
な
っ
た
、
使
う
頻

度
が
少
な
く
な
っ
た
」、「
行
く
の

が
無
理
だ
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ

ま
で
歩
い
て
行
く
こ
と
が
で
き
た
」、

「
痛
み
は
変
わ
ら
な
く
て
も
悲
観

的
に
な
ら
な
く
な
っ
た
、
前
向
き

に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」、

「
美
術
館
め
ぐ
り
な
ど
、
趣
味
の

活
動
を
再
開
で
き
た
」
な
ど
の
声

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
身
体
、
生
活
に
あ
っ

た
取
り
組
み
を
専
門
職
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
を
う
け
る
こ
と
で
、
目
標

と
す
る
状
態
に
ど
う
近
づ
け
て
い

く
か
を
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　

事
業
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合

は
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

八
街
中
央
中
学
校
区
・

　

八
街
南
中
学
校
区
担
当

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
４
３
‐
１
２
０
７

八
街
中
学
校
区
・

　

八
街
北
中
学
校
区

　

北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
８
８
‐
６
３
９
３

対
40
歳
以
上
の
八
街
市
国
民
健
康

　

保
険
加
入
者

集
団
健
診

時
11
月
23
日
㈯
〜
26
日
㈫
の
４
日
間

　

今
年
度
よ
り
原
則
、
八
街
市
公

式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
受
診
票
に
同
封
し
た
お

知
ら
せ
（
日
程
表
）
で
健
診
日
時

を
ご
確
認
の
う
え
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
の
予
約
が
難
し
い
方
は
、
受

診
票
を
お
持
ち
に
な
り
、
平
日
に

国
保
年
金
課
窓
口
で
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。

個
別
健
診

時
令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で

（
新
八
街
総
合
病
院
は
令
和
７

　

年
３
月
14
日
㈮
ま
で
）

場
新
八
街
総
合
病
院・
南
八
街
病
院
・

　

八
街
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

　

季
美
の
森
整
形
外
科
・　

　

酒
々
井
虎
の
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

　

千
葉
し
す
い
病
院
・

　

成
田
赤
十
字
病
院
・

　

成
田
富
里
徳
洲
会
病
院

予
備
健
診

時
11
月
２
日
㈯
〜
令
和
７
年
２
月

特
定
健
康
診
査
は
お
済
み
で
す
か
？

特
定
健
康
診
査
は
お
済
み
で
す
か
？

27
日
㈭
の
う
ち
実
施
医
療
機
関

　

の
受
診
可
能
日
時（
完
全
予
約
制
）

場
千
葉
診
療
所

（
千
葉
市
院
内
１
‐
８
‐
12
）

費
１
０
０
０
円

※
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
や
、
Ｊ
Ａ

組
合
員
健
診
を
受
け
る
予
定
の
あ

る
方
は
、
特
定
健
診
を
併
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

み
な
し
健
診

　

国
保
加
入
者
の
方
で
、
職
場
な

ど
で
健
診
を
受
け
て
い
る
た
め
、

市
の
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

健
診
結
果
を
国
保
年
金
課
へ
提
供

し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
30
代
健
診

対
30
歳
以
上
の
八
街
市
国
民
健
康

　

保
険
加
入
者
（
昭
和
60
年
４
月

　

１
日
〜
平
成
７
年
３
月
31
日
生
）

　

集
団
健
診
ま
た
は
予
備
健
診
で

受
診
で
き
ま
す
。

※
各
健
診
の
予
約
・
受
診
方
法
な

ど
は
受
診
票
に
同
封
の
お
知
ら
せ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課

　

☎
４
４
３
‐
１
１
３
９

時
11
月
21
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

場
南
部
老
人
憩
い
の
家

内
ヤ
ク
ル
ト
工
場
見
学

　

工
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、

　

担
当
者
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
説

　

明
、
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。

　

乳
酸
菌
に
つ
い
て
の
講
座

対
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ヤ
ク
ル
ト
工
場
見
学
＆
乳
酸
菌
の
お
は
な
し

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ヤ
ク
ル
ト
工
場
見
学
＆
乳
酸
菌
の
お
は
な
し

定
10
人
（
先
着
順
）

費
無
料

申
11
月
５
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
電

　

話
ま
た
は
来
所
で
申
し
込
み
。

※
申
し
込
み
は
本
人
の
み
で
す
。

※
感
染
症
な
ど
の
拡
大
状
況
に
よ

り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
南
部
老
人
憩
い
の
家

　

☎
４
４
５
‐
２
９
７
６

　８つの節約術を知ることで、医療費の無駄使いを防ぐことはもち
ろん、上手な受診の仕方や正しい薬の服用につながります。
まずは「かかりつけ医」をもちましょう
　かかりつけ医をもつことで、あなたが困った時に病歴や健康状
態を把握したうえで相談に応じていただけます。さらに精密検査
が必要になった際には、大病院への紹介状も書いていただけます。
紹介状なしで大病院を受診すると、初診料とは別に費用がかかり
医療費の無駄となります。
受診時間に注意しましょう
　夜間や休日に受診できる医療機関の医療費は、通常より高く設
定されています。緊急性がなければ、平日の診療時間の受診をお
すすめします。
 「はしご受診」はやめましょう
　ひとつの病気やケガで複数の医療機関にかかる「はしご受診」
は、その都度、初診料や検査費用がかかります。また検査内容や
処方された薬が重複し、身体への負担や副作用を生じる危険性
があります。他の病院に受診する前に、きちんと医師に相談するこ
とが大切です。
「かかりつけ薬剤師・薬局」で薬をもらいましょう
　複数の医療機関に通院している場合でも、１カ所のかかりつけ
薬剤師・薬局をもつことで、薬の重複や飲み合わせのほか、副作用、
多剤服用に関しても確認し、薬を安全かつ安心して使用できます。
１人１冊のお薬手帳を上手に活用し、薬の重複・多剤予防に努め

ることも医療費の節約につながります。
残薬があるときは相談しましょう
　飲み残しやご自身の調整などで残ってしまった薬がある場合、
新たに同じ薬をもらうことは医療費の無駄使いになります。処方さ
れた本人の薬であれば、再利用できることもあるので、まずは医
師や薬剤師に相談しましょう。
ジェネリック医薬品を活用しましょう
　ジェネリック医薬品は、新薬とほぼ同等の効果・効能がありなが
ら価格が安く設定されており、医療費の節約に大きく貢献していま
す。医師や薬剤師に利用希望の意思を伝えてみましょう。
 「リフィル処方箋」について学びましょう
　症状が安定しており、長期間同じ薬をもらっている「薬を処方
してもらうためだけの通院」を減らし、通院にかかる負担を減らす
ことを目的としています。最大３回まで繰り返し使用できる処方箋
で、２回目からは医師の診察を受けずに薬局で薬をもらえますが、
医師が認めた場合の処方箋となります。
軽度の体調不良は「セルフメディケーション」を心がけましょう
　セルフメディケーションとは、自分自身の健康に責任を持ち、軽
度な身体の不調は自分で手当てすることです。適度な運動、バラ
ンスのとれた食事、十分な睡眠・休息を心がけるなど、日頃から
健康を意識することが大切です。軽度な身体の不調を手当する場
合、市販薬を利用し、症状の改善が見られない場合には医療機関
などを受診したりと適宜判断しましょう。
問国保年金課
　☎４４３－１１３９

医療費の無駄使いしていませんか？医療費の無駄使いしていませんか？
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締
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切
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